
 

  平成 28 年 5 月 18 日 

九 州 地 方 整 備 局 

   １ ４ 時 ０ ０ 分 

【平成２８年熊本地震対応】 

 

緑川・白川等の復旧状況について【第３報】 

＜今後の本格的な復旧に向けて始動＞ 

 

 

○九州地方整備局では、地震発生後、ただちに堤防等の緊急点検を実施するとと

もに、点検で把握した変状箇所の応急対策に着手しました。 

 

○また、本年の梅雨期を迎えるにあたり、 

・堤体の変状が比較的大きな箇所について、緊急的な復旧工事を２４時間体制

で実施して５月９日までに工事を完了させ、 

・当面の間、早めの水防活動や避難に資するため、水防警報等の基準水位を引

き下げるとともに、監視体制を強化するなど、 

現時点で出来うる最大限のハード・ソフト対策を実施しています。 

 

○今後の本格的な復旧に向けて、５月６日に専門家からなる「第１回 緑川・白

川堤防調査委員会」を開催し、本復旧対策工やソフト対策等についてご意見を

いただきました。 

 

○引き続き、本委員会で検討を進めるとともに、地域の安全・安心の確保に向け

て、早期に本格的な復旧工事に着手し、来年の梅雨期までの完成を目指します。

 
 

 

 

【問い合わせ先】国土交通省 九州地方整備局 河川部 

河川計画課長 坂井 佑介 

          電話：０９２－４７１－６３３１(代表) 

０９０－２５１１－９６７５（携帯） 
 



九州地方整備局 河川部

平成28年5月18日

平成28年熊本地震（最大震度７）における

緑川・白川等の復旧状況について
＜本格的な復旧に向けて＞ 【第3報】

4/16（緑川右岸9k200） 4/30（緑川右岸9k200）

緑川

緑川



■本格的な復旧

ＳＴＥＰ３

点検状況

応急対策完了

地震発生からの河川堤防の復旧ステップ

1

基準水位引き下げによる早期警戒（継続中）

氾濫注意水位

【変状前の基準水位】

氾濫危険水位

避難判断水位

水防団待機水位

避難判断水位

地震により堤防が変状

氾濫危険水位

氾濫注意水位

水防団待機水位

ＳＴＥＰ１

■緊急点検
■応急対策

地震発生直後

地震発生直後より緊急点検、
応急対策を実施。

■緊急的な復旧工事

■早期警戒体制の構築

ＳＴＥＰ２

梅雨期前

５月９日までに全１１箇所を完了。

緊急的な復旧工事完了

施工完了（H28.4.30）堤防の変状

緑川左岸9k400付近

本格的な復旧のイメージ

堤体のゆるみ

緊急復旧の実施

事業決定後

平成２９年梅雨期前までに復旧工事
の完了を目指す

４月２８日から警戒開始。

堤体のゆるみが大きい場合
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・4月14日に発生した「前震」や、16日に発生した「本震」後、ただちに河川堤防などの施設点検
を開始し、概ね１６時間で延長約２４７ｋｍの堤防の点検を完了しました。

●点検状況（4/14 21時26分頃発生）位置図○：4/14 21:26の震源地
×：4/16 01:25の震源地

×

・平成28年5月10日 時点
・震度5強以上を示す

280416 0125 最大震度７
熊本県熊本地方

2

点検状況

STEP1-1 緊急点検の実施

○

最大震度 河川名 点検延長

震度６弱

白川 41.2km

緑川 61.5km

震度５強 菊池川 144.2km

最大震度 河川名 点検延長

震度６強 白川 41.2km

震度６弱

緑川 61.5km

菊池川 144.2km

●点検状況（4/16 01時25分頃発生）

280414 2126 最大震度７
熊本県熊本地方

気象庁HPによる 気象庁HPによる



STEP1-2．緊急点検の結果

3

詳細

菊池川

白川

緑川

菊池川左岸
8k600付近

玉名市

変状箇所●

凡 例

位置図

水系名
変状

箇所数

菊池川 1

白川 44

緑川 127

合計 172

緊急点検の結果、緑川水系、白川水系及び菊池川水系の１７２箇所において、堤防天端のひび割
れや堤体の沈下などの変状を確認しました。

（H28.5.2 時点）（H28.5.2 時点）



変状箇所

緊急的な復旧工事 箇所

上益城郡甲佐町⽥⼝地先(左岸)

上益城郡甲佐町津志⽥地先(左岸)

熊本市南区富合町上杉地先(左岸)

熊本市南区城南町永地先(左岸)

御船川

熊本市南区富合町釈迦堂地先(左岸)

熊本市南区城南町⾼地先 (左岸)

熊本市南区富合町⼩岩瀬地先(左岸)

熊本市南区野⽥地先(右岸)

熊本市南区野⽥地先(右岸)

熊本市東区画図町下無⽥地先(右岸)

白川

上益城郡嘉島町下仲間地先(右岸)

（H28.5.2 時点）（H28.5.2 時点）

位置図

菊池川
緑川

⽩川
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水系名
変状

箇所数

菊池川 1

白川 44

緑川 127

合計 172

STEP1-3．緊急点検の結果（詳細）



緑川水系、白川水系及び菊池川水系で確認した１７２箇所の堤防等の変状のうち、比較的変状の小さ
な箇所については、ひび割れの補修などの応急対策を実施しています。

（白川 右岸9k400m：熊本市）

変状の確認（堤防天端の亀裂）
応急対策完了

（セメントミルク注入）

（緑川 右岸23k000m：甲佐町）

応急対策完了
（セメントミルク注入・
ブルーシート張り）

変状の確認（堤防天端の亀裂）変状の確認（コンクリートの剥離）
応急対策完了

（セメントミルク注入）

（白川 左岸11k500m：熊本市）

（緑川 左岸16k400m：熊本市）

変状の確認（堤防天端の亀裂）
応急対策完了

（セメントミルク注入）

（白川 左岸13k000m：熊本市）

変状の確認（石積みブロック崩壊）
応急対策完了

（ブロック積み直し）

（白川 左岸8k700m：熊本市）

変状の確認（高水敷の亀裂）
応急対策完了

（間詰め・敷均し）

STEP1-4．堤防の応急対策
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STEP1-5．継続的な点検

■期間：４月２９日～５月１日（３日間）
■人員：総勢 ２０人（のべ、６０人日）
■対象：緑川１２７カ所・・・関東地方整備局、

北海道開発局
白川４４カ所 ・・・近畿地方整備局

→再点検の結果、比較的大きい堤体の変状は確認
されていない。

TEC-FORCE（河川班）による点検

・４月１６日の本震発生以降、震度４以上の余震が繰り返し発生しているため、４月２４、２５
日に一斉再点検を実施しました。

・梅雨期を迎える前に、TEC-FORCE※（河川班）により１７１箇所の再点検を４月２９日～５月
１日に行いました。

TEC-FORCEによる点検（関東地方整備局）

TEC-FORCEによる点検（北海道開発局）

TEC-FORCEによる点検（近畿地方整備局）

※TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）
大規模自然災害が発生し、又は発生する恐れがある場合において、被災地方公共団体等が行う、
被災状況の迅速な把握、被害の発生及び拡大の防止、被災地の早期復旧その他災害応急対策に関
する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施することを目的としたもの。



①緑川左岸
18k400付近
（工事完）

②緑川左岸
20k700付近
（工事完）

③加勢川右岸
9k800付近
（工事完）

緑川

⑧緑川左岸
6k300付近
（工事完）

⑤緑川左岸
8k400付近
（工事完）

⑥緑川左岸
9k300付近
（工事完）

⑦緑川左岸
10k900付近
（工事完）

④緑川右岸
8k900付近
（工事完）

⑨緑川左岸
12k400付近
（工事完）

⑩緑川右岸
9k200付近
（工事完）

凡例 緊急的な復旧工事箇所（完了）

⑪緑川右岸
11k800付近
（工事完）

堤体の変状が比較的大きい緑川水系緑川・加勢川の１１箇所については、２４時間体制で緊急的な
復旧工事を実施し、５月９日までに全ての工事が完了しました。

STEP2-1．緊急的な復旧工事【完了】
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宇土市

熊本市
（旧富合町）

熊本市
（旧城南町）

嘉島町

御船町

甲佐町

熊本市



緊急復旧状況

緊急復旧状況

■緊急災⑤ 5/1完了 緑川左岸８ｋ４００付近（熊本市）

緊急災⑤
緊急災⑥

緊急災③

緊急災⑧

緊急災⑦ 緊急災⑨

緊急災①

緊急災②

緊急災⑩
緊急災④

■緊急災④ 4/30完了 緑川右岸８ｋ９００付近（熊本市）

緊急災⑪

■緊急災① 4/30完了 緑川左岸１８ｋ４００付近（甲佐町）

堤体の変状

■緊急災② 4/23 完了 緑川左岸２０ｋ７００付近（甲佐町）

■緊急災③ 4/27完了 加勢川右岸９ｋ８００付近（熊本市）

■緊急的な復旧工事位置図

STEP2-2．緊急的な復旧工事の状況（1）

堤体の変状
堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状 緊急復旧状況

緊急復旧状況

完
了
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完
了

完
了

完
了

緊急復旧状況

完
了



■緊急災⑨ 4/30完了 緑川左岸１２ｋ４００付近（熊本市）

■緊急災⑪ 5/9完了 緑川右岸１１ｋ８００付近 （嘉島町）

緊急災⑤
緊急災⑥

緊急災③

緊急災⑧

緊急災⑦ 緊急災⑨

緊急災①

緊急災②

緊急災⑩
緊急災④

緊急災⑪

■緊急災⑦ 4/30完了 緑川左岸１０ｋ９００付近（熊本市）

■緊急災⑥ 4/30完了
緑川左岸９ｋ３００付近（熊本市）

■緊急災⑧ 4/30完了 緑川左岸６ｋ３００付近（熊本市）

■緊急災⑩ 4/30完了 緑川右岸９ｋ２００付近（熊本市）

■緊急的な復旧工事位置図

STEP2-3．緊急的な復旧工事の状況（2）

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状

堤体の変状 緊急復旧状況

緊急復旧状況

緊急復旧状況

緊急復旧状況
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完
了

完
了

完
了

緊急復旧状況

緊急復旧状況

完
了

完
了 完

了



・熊本河川国道事務所と熊本県内企業との『災害協定』に基づき、地震発生の翌日（4/15）から
緑川水系で緊急的な復旧工事に着手しました。

・工事着手後は、一刻も早い完了を目指して、２４時間体制にて昼夜間施工を行いました。
・緊急的な復旧工事に使用する資材の一部（主に連節ブロック等）に、水防用備蓄資材を活用す
ることで、迅速な施工を可能としました。

・資材運搬車両を「緊急車両」に指定することで、通行止めの高速道路を利用し、迅速な資材調
達に努めました。

・２４時間体制で工事を実施。
・他地整の協力も得て、災害用照明車を１３台投入。

九州地方整備局 ５台、中国地方整備局 ６台、近畿地方整備局 ２台

・水防用に備蓄している資材を活用
することで早期の現場施工を可能と
した。 水防用資材の備蓄状況

災害協定

備蓄資材の活用

・災害協定締結企業11社により11箇所の緊急的な復旧工事に着手。
・災害協定により地震発生後の迅速な対応を実現。

緑川左岸10k800 緑川右岸12k000災害用照明車稼働状況
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２４時間体制での施工

緊急車両に指定

・通行止めとなった九州自動車道【植木IC～益城IC】区間
について、資材運搬車が通行可能となり迅速な資材運搬
を実施。

4/19（月）AM～
緊急車両のみ通行可

（植木～益城熊本空港）

八代IC
やつしろ

植木IC
うえき

益城熊本空港IC
ましき くまもと

熊本IC
くまもと

御船IC
みふね

松橋IC
まつばせ

■凡 例

通行止め区間（4/26まで）

緊急車両のみ通行可能区間

緊急車両による資材運搬

緊急的な
復旧工事箇所

至 福岡

STEP2-4 緊急的な復旧工事を早期に完了させるために

【災害用照明車 １３台内訳】



嘉島町長へ工事完成を報告

＜甲佐町＞
■日 時：平成２８年５月９日
■場 所：甲佐町役場

■対応者：奥名 町長

＜熊本市＞
■日 時：平成２８年５月９日
■場 所：熊本市役所

■対応者：肝付 都市建設局長

・熊本地震による堤防等の変状を受け実施していた、緑川水系の緊急的な復旧工事（１１
箇所）が５月９日に全て完成しました。

・緊急的な復旧工事の完成を受け、関係市町である熊本市、嘉島町、甲佐町へ工事の完成報告
を実施しました。

＜嘉島町＞
■日 時：平成２８年５月９日
■場 所：嘉島町役場
■対応者：荒木 町長

【町長のコメント】
○堤防は、住民の安全・安心に加え、道として
経済活動上も非常に大切なもの。今回の緊急
的な対応について、心から感謝申し上げる。

○住民にも国交省が頑張ったことを伝えたい。
○今後の本復旧工事についてもよろしくお願い
する。

STEP2-5．緊急的な復旧工事の完成を関係市町に報告
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【建設局長のコメント】
○被災した堤防を迅速に復旧していただき、大
変ありがたく思っている。

○これからも色々と情報交換をお願いする。

【町長のコメント】
○迅速に対応頂き、本当にありがたく思って
いる。

○今後も情報交換をよろしくお願いする。



・早期の警戒体制を確立し、早めの水防活動や避難に資するため、水防警報及び洪水予報の基準水位を
暫定的に引き下げています。

・堤防等の河川管理施設の変状を迅速に察知するため、平常時の河川巡視頻度を増やすとともに、出水時の
河川巡視を通常よりも早い段階で開始するなど、出水期間中の監視体制を強化します。

■河川の巡視体制強化 出水時の河川巡視平常時の河川巡視
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STEP2-6 ．早期警戒体制の構築

⽔系名 予報区域名 河川名 洪⽔予報
基準地点
・

⽔防警報
基準地点

量⽔標設
置場所

⽔防団
待機⽔
位

氾濫注
意⽔位

避難判
断⽔位

氾濫危
険⽔位

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

緑川 緑川⽔系 緑川 中甲橋 下益城郡美
⾥町岩下

2.00 3.00 4.10 4.60

1.70 2.00 3.00 4.10

緑川 緑川⽔系 緑川
浜⼾川

城南 熊本市南区
城南町⼤字
千町

3.30 4.30 5.80 6.20

2.90 3.30 4.30 5.80

緑川 緑川⽔系 御船川 御船 上益城郡御
船町⼤字御
船

2.00 3.00 3.60 4.30

1.60 2.00 3.00 3.60

緑川 緑川⽔系 加勢川 ⼤六橋 上益城郡嘉
島町三郎無
⽥

2.50 3.20 3.90 4.40

2.20 2.50 3.20 3.90

⽩川 ⽩川 ⽩川 代継橋 熊本市中央
区紺屋今町

2.50 3.70 4.70 5.00

2.00 2.50 3.70 4.70

■水防警報、洪水予報の基準水位の暫定的な引き下げ 【４月２８日から】

上段：現行基準（ｍ）
下段：暫定運用（ｍ）

項目 これまで 当面 備考

洪水時巡視の出動基準
氾濫注意水位に達

したとき
水防団待機水位

に達したとき

一定規模以上の降雨時 － 大雨警報発令時 降雨による影響を考慮

平常時巡視の巡視頻度 週２回 隔日 高頻度で巡視を実施

堤防

【現⾏基準】

危
険

警
戒

注
意

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
３

レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
１

危
険

警
戒

注
意

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
３
レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
１

⽔防団待機⽔位

氾濫注意⽔位

避難判断⽔位

氾濫危険⽔位

レ
ベ
ル
５

レ
ベ
ル
５氾濫の発⽣ 氾濫の発⽣

避難判断⽔位

氾濫危険⽔位

氾濫注意⽔位

⽔防団待機⽔位
（出 動） （準 備）

【地震を踏まえた暫定運⽤】
地
震
に
よ
り
堤
防
が
変
状

（準 備）

【氾濫注意情報】

（出 動）【氾濫警戒情報】

【氾濫危険情報】

【氾濫注意情報】

【氾濫警戒情報】

【氾濫危険情報】

【 】書：洪水予報
（ ）書：水防警報

⽔防団待
機⽔位

氾濫注意
⽔位

避難判断
⽔位

氾濫危険
⽔位

⽔防団が⽔
防活動の準
備を始める
⽬安となる
⽔位。

のり崩れ、
洗掘、漏⽔
などの災害
が発⽣する
危険性があ
る⽔位。⽔
防団が出動
して河川の
警戒にあた
る⽔位。

市町村⻑に
よる避難準
備情報の発
令判断の⽬
安であり、
住⺠のはん
濫に関する
情報への注
意喚起にな
る⽔位。

市町村⻑
による避
難勧告等
の発令判
断の⽬安
であり、
住⺠の避
難判断の
参考にな
る⽔位。

参考



STEP3-1．本格的な復旧に向けて（堤防調査委員会の開催）
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・５月６日、「第１回 緑川・白川堤防調査委員会」を開催しました。
・当委員会は、堤防等の河川管理施設の地震による変状原因を究明し、変状に応じた本格的な復旧工法等を

検討することにより、堤防等の安全性を高め、再度の災害防止に資することを目的としています。

■委員 （◎は委員長）
◎秋山 壽一郎 教授（九州工業大学）

大本 照憲 教授（熊本大学大学院自然科学研究科）

岡村 未対 教授（愛媛大学大学院理工学研究科）

佐々木 哲也 上席研究員（国立研究開発法人土木研究所
地質・地盤研究グループ土質・振動チーム）

中川 一 教授（京都大学防災研究所）

服部 敦 室長（国交省国土技術政策総合研究所河川研究部河川研究室）

前田 健一 教授（名古屋工業大学社会工学科）

安福 規之 教授（九州大学大学院工学研究院社会基盤部門）

■委員からの主な意見

○本復旧対策工は「河川構造物の耐震性能照査指針」及び
「河川堤防の液状化対策の手引き」の考え方を基本として
検討する。

○土堤、特殊堤、樋管等構造物の対策工については、変状
の事象と程度に応じた工法とする。（下図参照）
その考え方については整理すること。

○必要な地質調査や物理探査の実施に加え、開削調査など
も検討すること。

○水防警報等の基準水位の暫定引き下げ、河川巡視頻度の
拡充、重点監視等の実施に併せ、上流ダムの運用の工夫
なども含め、現時点で出来うる最大限の対応が必要。

（軽微なクラックの場合） （堤体のゆるみが大きい場合）

（土堤の例）

堤体のゆるみ

緊急復旧の実施



STEP3-2. 本格的な復旧に向けて（ｽｹｼﾞｭｰﾙ予定）
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早期警戒体制を構築しつつ、本格的な復旧工事の早期着手に向けて、必要な調査・設計を実施していくことに
しています。

H28.5月 6月 7月 8月～ H29　梅雨期

早期警戒体制の構築

堤防調査委員会

緊急的な復旧工事
応急対策

調査・設計

本格的な復旧工事

4/28～

（ソフト対策・モニタリング等）

5/6
第1回

モニタリング

結果等を踏まえ

通常運用へ

5/9 完了

（可能な限り早期に着手）

（順次開催）


